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三兎を追う者は一教員生活49年を顧みてー








































































『住 吉 物 語 』は、『枕 草 子 』（「物 語 は 」の 段 ）、『源氏 物 語 』（蛍 の 巻 ）に 名 前 が 出 て く る れっ
き とし た 平 安 朝 物 語 で あ る の に、文 学 史 の 教 科 書 に は 「本 文 は 早 く散 逸 し 、現 存 の 『住
吉 物 語 』は、鎌 倉 時 代 に なっ て か ら 物 語 名 を借 り て 改 作 さ れ た も の で あ る 」と 記 述 さ れ 、
中 世 物 語 の 中 に 入 れ ら れ て い た 。 こ の 通 説 に 抗 し て、私 は現 存 す る『住 吉 物 語 』の 写 本・
板 本 の 中 か ら代 表 と し て16 本 を 選 び 、 語 彙 史 レ ベ ル で 比 較 検 討 を し た 結 果 、 諸 本 間
に あ ま り 差 異 の無 い 物 語 の骨 子 部 分 は 平 安 朝 語 彙 で 表 現 さ れ て お り 、 差 異 の 大 きな 箇
所 （後 人 の 加 筆 や 改 変 ） に 中 世 語 彙 が 見 ら れ る こ と を 実 証 し た。 ま た 、 登 場 人 物 の 官
位 と 役 職 、 観 音 信 仰 や 行 事 風 俗 等 が 平 安 時 代 を 反 映 し てい る と の 結 論 を 得 て、 現 存 本
の 祖 本 は 清 少 納 言 や 紫 式 部 が 読 ん だ 古 本 と根 本 的 な差 異 は な い こ と を 立 証 し た 。 平 成
9 年 刊 行 の 『住 吉 物 語 の基 礎 的 研 究 』（ 文 部 省 科 学 研 究 費 助 成 出 版 ） は そ の 集 大 成 で
あ る 。 そ の 後 、 文 学 史 の 教 科 書 に も 、 平 安 朝 の 物 語 文 学 と し て 記述 す る も の が 現 れて
き た 。
また 、『か げ ろ ふ 日 記 』 の 大 学 受 験 用 学 参 、 有 精 堂 校 注 叢 書 『住 吉 物 語 』・ 影 印 校 注
叢 書 『源氏 物 語 〈朝 顔 ・乙 女 〉』 の 注 釈 付 きテ キ ス ト を 書 か せ て い た だい た 。
ト『源 氏 物 語 』 を 〈桐 壷 〉 か ら 〈夢 浮 橋 〉 ま で 約 八 年 か か っ て 通 読 す る 、 栄 中 日 文 化
セ ン タ ー の 「源 氏 物 語 全 講 」 を25 年 余 り担 当 さ せ てい た だ い てい るこ と も、私 に とっ



























































































武 山隆昭／三兎を追う者 は 一教員生活49年 を顧みて ー
（リトルワールド）」を企画された。早速友達作りが始まって中には生涯の友との出会
いを得た学生もいただろう。又、「禁煙講座」では健康について再認識する機会が得
られ、ご自身が身障者であられるミュージシャンの「演奏とトークショー」では社会
福祉を身近な問題として考えるきっかけとなった。これらの諸企画を精力的に立案運
営なさり、第一期生の意識を高めてくださった。教務委員長の国井先生は、複雑なカ
リキュラムを実際に時間割表に当てはめるため、ABCD とabcdefとの二種類のクラ
ス分けを考案なさり、スム←ズな授業展開が可能になった。キャリア委員長の酒井先
生は、学生たちが希望する教員・保育士採用試験に合格できるように、一年時から周
到な計画の元に種々の企画を実行してくださった。過去問によ:る模擬試験、その反省
を指導教員と一緒に行い今後の勉強計画を話し合ったり、採用試験の面接官経験者を
講師にお迎えしての面接実習を継続的に実施したり、科目別の対策講座も専任スタッ
フに割り当ててぐださった。私も、国語と小論文対策を担当させていただき、少しは
お役に立つたかなとささやかな満足感を噛みしめている。
丁数学」「音楽」の教員を目指す学生たちに対しては、数学・音楽の先生方が親身に
なってご指導なさっていた。初代学部長の甲斐先生、主任の大森・宮川両先生のチー
ムワークの良い学部運営と、全専任教員・事務職員の団結とで、第一期生の就職状況
で満足できる成果を上げえたことは何よりの喜びである。今後とも教育学部の更なる
発展を祈る次第である。
22歳から71 歳まで、49年間の教員生活にピリオッドを打って8 か月、この稿を書
いている私は、本当に幸せであったとつくづく思う。良い環境の職場、立派な上司先
輩同僚に恵まれ、生徒・学生にも恵まれ、先学非才の身でありながちそれなりの満足
感をもって定年を迎えることが出来たのであるから。改めて、お世話になった全ての
方々に感謝の念を捧げるものである。ちなみに、私の干支は卯（兎）である。
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